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こじままじこ (小島裕子) 

 

日本語は同音異語が多いので聞き間違えたり勘違いしたりすることがありますね。

先日、思わず笑ってしまったのは「五期ぶりのマイナス成長」が「ゴキブリのマイナ

ス成長」に聞こえたという話でした。確かに「五期ぶり」と「ゴキブリ」は発音が一

緒。こういう聞き違いを集めてみるのも面白そうです。 

さて、本題の回文。前回は七文字以内の短い回文でしたが、今回は更に短い「三文

字回文」です。 

ポストシリーズは「世界のポスト⑩・スウェーデン編」です。 

 

 

「三文字回文」  

 

アジア スイス アクア アリア サルサ ルール 

たばた(田端) きんき(近畿) いしい(石井) いまい(今井) にたに(二谷)  

まやま(真山)    みかみ(三上) みなみ(三波) みなみ(南) こまこ(駒子) 

さかさ(逆さ) しかし もしも かすか とんと いがい(意外)【意外や意外】  

きさき(妃) かじか(鰍) きづき(気づき) げんげ きげき(喜劇) しんし(紳士)  

しんし(真摯) かんか(感化) かんか(看過) かいか(開花) じんじ(人事) 

きせき(奇跡) きせき(軌跡) ごうご(豪語) だいだ(代打) こめこ(米粉) 

くらく(苦楽) くにく(苦肉) かそか(過疎化) こねこ(仔猫) いあい(居合) 

いこい(憩い) いえい(遺影) きてき(汽笛)   くかく(区画) くがく(苦学) 

くじく(挫く) こばこ(小箱) さのさ【歌】さらさ(更紗) さんさ(三叉) 

じいじ ばあば じくじ(忸怩) しるし(印) すばす(酢蓮) だいだ(代打) 

たばた(田畑) てあて(手当) てだて(手立て) とまと なずな なばな(菜花)  

はとは(ハト派) ふうふ(夫婦) まつま(待つ間) みこみ(見込み) みすみ(三角) 

めざめ(目覚め) やおや(八百屋) ゆずゆ(ゆず湯) かしか(可視化) きくき(聞く気) 

きびき(忌引き) このこ(この子) りんり(倫理) ろくろ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「世界のポスト⑩・スウェーデン編」 

     

   スウェーデン、イエテボリのポスト    スウェーデン (友人撮影) 

             (友人撮影)      国旗の黄色と青を表現しているのかな。 

 

        

       スウェーデン、ストックホルムのポスト。左の BREVは「郵便物」、 

右の REGIONALBREVは「地域郵便物」(たぶん海外向け)。 

   

 

スウェーデン、イエテボリ  

(友人撮影) 

こういう郵便トラックを見るとワク

ワクし、頼もしさを感じ、心の中で

叫んでしまいます「頑張れ郵便！」 

 

 


